
 

 

①次年度理事会 
　本日、例会終了後に　3階「末広の間」にお
きまして、次年度第3回理事会を開催します。
次年度の理事役員の方は、ご出席をお願いし
ます。     

①次回例会について 
　次回の例会は、7/4（月）通常通り、広島サ
ンプラザにて新年度第1回例会となります。 
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会長エレクト・副会長 
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　副会長は、会長を補佐するとともに会長エレクトと
して次年度の準備を行うことが、その任務であると認
識しております。 
　私は今年度の計画として3点掲げておりましたが、
第1点目の会員増強・会員維持は純減1名ということ
で、未達成になってしまいました。会員増強と言う点
では、当クラブは大変厳しい環境にあります。会員増
強が困難になっている原因としては、在広ロータリーが、
「市の行政区域のどこからでも会員を入会させること
ができる」としていること、当クラブは在広ロータリーの
中では、2番目に新しいクラブであることが考えられます。 
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　第２点目の水保全長期プロジェクトの推進は、御手
洗川の植樹・清掃活動がより活発になり、十分な成
果をあげることができたと思っております。 
　第３点目の若手クラブ会員の各事業への参加は、
少しずつではありますが浸透してきていると思ってお
ります。 
　以上のような今年度の反省と成果を、次年度の糧
として次年度のクラブ運営に生かして行きたいと考え
ております。 
　1年間どうもありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
　会員組織常任委員会を代表に一言お礼申し上げ
ます。 
　会員の皆様には、この1年間会員増強・維持に格
別のご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうござい
ました。 
　ご承知のとおり、当クラブは、本年度会員数35名で
スタートしました。年度当初、純増目標4名以上・会員
数40名以上を達成するようお願いしたところであります。 
　しかしながら、6月末現在、入会者3名、退会者4名、
会員数34名という結果となりました。会員数を純増で
きなかったことを深く反省するとともに大変申し訳なく
思っております。 
　本年度の反省を踏まえ、次年度は純増1名以上を
達成するよう努力する決意であります。 
　引続きご指導、ご支援くださいますようお願い申し
上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

　今年度、1年間会員の皆様のご協力ありがとうござ
いました。 
　親睦、家族、出席、プログラムの各委員長、会員の
皆様のおかげで無事任期を終えることができます。 
　会員の減少から、収容面で今一歩のところが色々
ございましたが、クラブの活性化に向けて来年度も一
会員として、努力していきたいと考えてます。今後と
も宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
　本年度、広報委員長をいたしました吉野です。 
　委員会として前年度からのシステムを充実させる様、
委員会メンバーと共にがんばりましたが、委員長が不
慣れの為あまり成果が上がらなかった様に思います。 
　会長幹事を始め会員の皆様にご迷惑をおかけし
ました。また、広報が如何に重要か勉強させていただ
きました次年度の広報委員会には、更なる充実をお
願いして私の退任の挨拶とします。 
 
 
 
 
 
 
 
　この一年間皆様のご理解とご協力により無事退
任する事になりました。この一年間、私は特に継続事
業として水俣全事業の一環である御手洗川のクリー
ン作戦に取り組んできました、夏の暑い日又、冬の寒
い日、時には小雨の降る中皆様の汗と努力で年3回
実行しました。 
　今年に入ってからは桜を10本植樹しましたが、桜
の花が咲くころに何組かの家族も楽しんでおられまし
た。最近では地域の人も川の取り組みを見直してい
こうではないかとゆう声も出ております。 
　今後当クラブとしてはその声を大切しながら地域

の人と共に汗を流して活動することが出来たらと思っ
ております、簡単ではございますが退任の挨拶に代
えさせていただきます。1年間ご協力ありがとうござい
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
　ロータリー財団常任委員会理事・委員長として、1
年間させて頂きました。方針としましては、世界をより
良い場所に変え人道的使命に力を注ぐと大変立派
な文句を並べましたが、要するにいかに寄付を達成
するかと言うことになります。 
　ロータリー財団プログラムの財団に寄せられた寄
付は、年次プログラム基金・恒久基金ポリオプラス基
金に充てられます。 
　会員のみなさんも110ドルの寄付を達成して頂き、
年次プログラム基金として研究グループ交換、国際
親善奨学金、地域補助金・マッチンググランド等に役
立っております。 
　☆マルチプルポールハリスフェロー・河内さん・有
田晴好さん・大藤さん・梶田さんと下向の5名で寄付
させて頂きました。ありがとうございました。 
☆地区補助金は、廿日市ロータリークラブとして17万
円の補助金を頂いております。水の保全活動の一
環としての御手洗川の清掃桜の植樹等の補助金と
して活用させて頂きました。 
　1年間御支援ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　スマイルボックスの金額が目標値の百万円を超え
る事ができました。会員の皆様に感謝致します。又、

今回の震災義援金をスマイルボックスより寄付する
事ができました。改めて御礼申し上げます。 
　例会の席を、くじにより決定させていただきました
が如何でしたでしょうか？ 
　異業種の方との交流に役立ったと思います。 
　中井会員、清水会員はこの一年間御協力ありがと
うございました。最高のスタッフでした。 
 
 
 
 
 
 
 
　幹事の役を1年間勤めさせていただき、様々なこと
を学ぶことができました。また、多くの人との出会いが
ありました。様々な活動を通して知らぬ間に、見識が
一回り膨らんでいることに気付かされます。少しなり
とも成長できたのではないかと自分で勝手に思って
います。これぞ、ロータリーの隠された魅力と思います。
　幹事を務めさせていただいたおかげで掴んだ自分
自身の財産です。これからは、この財産をもっと膨ら
ませ、奉仕に役立てて参りたいと思います。皆様本
当にご支援、ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　有田晴好会長・青木幹事のお人柄により、つつが
なく1年間終えることができました。有難うございました。 
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